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Ⅰつながり
～人と人とが支えあい
尊重するまち～

1 健康福祉

①相談体制の充実と虐待等の防止 ● ● ● ● ● ●

②健康づくりの推進 ● ● ● ● ●

③地域包括ケアシステムの構築 ● ● ●

④社会保障の充実 ● ● ●

⑤感染症の予防と拡大防止対策の推進 ● ● ●

⑥障がい者の自立と地域共生社会の推進 ● ● ● ● ● ●

⑦地域福祉の推進 ● ● ● ● ● ● ● ●

2 人 権
①人権が尊重される社会づくり ● ● ● ● ●

②あらゆる分野における女性の活躍とダイバーシティの推進 ● ● ● ● ●

Ⅱ育み
～地域とともに
人が育つまち～

1 子 育 て
①幼児教育・保育の充実 ● ● ● ● ● ●

②子育て支援の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③切れ目のない支援の推進 ● ● ● ● ● ● ●

2 教 育

①地域との協働と信頼される学校づくり ● ● ● ● ● ● ●

②子どもの未来の礎となる「確かな学力・豊かな心・健やかな身体」の育成 ● ● ● ● ● ●

③生涯学習の推進 ● ● ● ● ●

④多様なスポーツの推進 ● ● ● ● ● ●

⑤文化・芸術活動の推進 ● ● ●

3 歴史文化 ①斎宮跡、文化財・文化遺産の調査研究・保存・活用 ● ● ●

Ⅲ安心
～安心安全な

暮らしやすいまち～

1 防災防犯

①防災・減災対策の推進 ● ● ● ● ●

②防犯・交通安全対策の推進 ● ● ● ● ● ●

③消費者行政の推進 ● ● ● ● ●

④消防力の向上 ● ● ● ●

2 環 境

①環境への負荷が少ない持続可能な社会づくり ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②鳥獣被害対策の推進 ● ● ● ● ●

③豊かな自然環境の保全 ● ● ● ● ● ● ●

④快適な居住環境づくり ● ● ●

3 生活基盤

①道路の維持管理・整備 ● ● ● ● ●

②土地の計画的な利用 ● ● ● ●

③公園の維持管理・整備 ● ● ●

④上・下水道の維持管理・整備 ● ● ● ● ●

⑤公共交通の充実 ● ● ● ● ●

Ⅳ創造
～産業が元気で
活力のあるまち～

1 産 業

①農業・水産業の振興 ● ● ● ● ● ● ● ●

②商工業の振興 ● ● ● ● ●

③企業の誘致・育成・支援 ● ● ● ●

④観光業の振興 ● ● ● ●

2 地域戦略

①広域連携による地域活性化 ● ● ● ● ●

②ICTを活用したまちづくり ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③地方創生による活性化 ● ● ● ● ●

④住民協働のまちづくり ● ● ● ● ●

3 行政経営

①健全な財政運営 ● ● ●

②公共施設等の適正管理の推進 ● ● ●

③行政運営の効率化 ● ● ● ● ●

④広報広聴の充実 ● ● ●

　参考：施策体系図
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人が育つまち～

1 子 育 て
①幼児教育・保育の充実 ● ● ● ● ● ●

②子育て支援の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③切れ目のない支援の推進 ● ● ● ● ● ● ●

2 教 育

①地域との協働と信頼される学校づくり ● ● ● ● ● ● ●

②子どもの未来の礎となる「確かな学力・豊かな心・健やかな身体」の育成 ● ● ● ● ● ●

③生涯学習の推進 ● ● ● ● ●

④多様なスポーツの推進 ● ● ● ● ● ●

⑤文化・芸術活動の推進 ● ● ●

3 歴史文化 ①斎宮跡、文化財・文化遺産の調査研究・保存・活用 ● ● ●

Ⅲ安心
～安心安全な

暮らしやすいまち～

1 防災防犯

①防災・減災対策の推進 ● ● ● ● ●

②防犯・交通安全対策の推進 ● ● ● ● ● ●

③消費者行政の推進 ● ● ● ● ●

④消防力の向上 ● ● ● ●

2 環 境

①環境への負荷が少ない持続可能な社会づくり ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②鳥獣被害対策の推進 ● ● ● ● ●

③豊かな自然環境の保全 ● ● ● ● ● ● ●

④快適な居住環境づくり ● ● ●

3 生活基盤

①道路の維持管理・整備 ● ● ● ● ●

②土地の計画的な利用 ● ● ● ●

③公園の維持管理・整備 ● ● ●

④上・下水道の維持管理・整備 ● ● ● ● ●

⑤公共交通の充実 ● ● ● ● ●

Ⅳ創造
～産業が元気で
活力のあるまち～

1 産 業

①農業・水産業の振興 ● ● ● ● ● ● ● ●

②商工業の振興 ● ● ● ● ●

③企業の誘致・育成・支援 ● ● ● ●

④観光業の振興 ● ● ● ●

2 地域戦略

①広域連携による地域活性化 ● ● ● ● ●

②ICTを活用したまちづくり ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③地方創生による活性化 ● ● ● ● ●

④住民協働のまちづくり ● ● ● ● ●

3 行政経営

①健全な財政運営 ● ● ●

②公共施設等の適正管理の推進 ● ● ●

③行政運営の効率化 ● ● ● ● ●

④広報広聴の充実 ● ● ●

　参考：施策体系図
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Ⅰつながり
～人と人とが支えあい
尊重するまち～

1 健康福祉

①相談体制の充実と虐待等の防止 ● ● ● ● ● ●

②健康づくりの推進 ● ● ● ● ●

③地域包括ケアシステムの構築 ● ● ●

④社会保障の充実 ● ● ●

⑤感染症の予防と拡大防止対策の推進 ● ● ●

⑥障がい者の自立と地域共生社会の推進 ● ● ● ● ● ●

⑦地域福祉の推進 ● ● ● ● ● ● ● ●

2 人 権
①人権が尊重される社会づくり ● ● ● ● ●

②あらゆる分野における女性の活躍とダイバーシティの推進 ● ● ● ● ●

Ⅱ育み
～地域とともに
人が育つまち～

1 子 育 て
①幼児教育・保育の充実 ● ● ● ● ● ●

②子育て支援の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③切れ目のない支援の推進 ● ● ● ● ● ● ●

2 教 育

①地域との協働と信頼される学校づくり ● ● ● ● ● ● ●

②子どもの未来の礎となる「確かな学力・豊かな心・健やかな身体」の育成 ● ● ● ● ● ●

③生涯学習の推進 ● ● ● ● ●

④多様なスポーツの推進 ● ● ● ● ● ●

⑤文化・芸術活動の推進 ● ● ●

3 歴史文化 ①斎宮跡、文化財・文化遺産の調査研究・保存・活用 ● ● ●

Ⅲ安心
～安心安全な

暮らしやすいまち～

1 防災防犯

①防災・減災対策の推進 ● ● ● ● ●

②防犯・交通安全対策の推進 ● ● ● ● ● ●

③消費者行政の推進 ● ● ● ● ●

④消防力の向上 ● ● ● ●

2 環 境

①環境への負荷が少ない持続可能な社会づくり ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②鳥獣被害対策の推進 ● ● ● ● ●

③豊かな自然環境の保全 ● ● ● ● ● ● ●

④快適な居住環境づくり ● ● ●

3 生活基盤

①道路の維持管理・整備 ● ● ● ● ●

②土地の計画的な利用 ● ● ● ●

③公園の維持管理・整備 ● ● ●

④上・下水道の維持管理・整備 ● ● ● ● ●

⑤公共交通の充実 ● ● ● ● ●

Ⅳ創造
～産業が元気で
活力のあるまち～

1 産 業

①農業・水産業の振興 ● ● ● ● ● ● ● ●

②商工業の振興 ● ● ● ● ●

③企業の誘致・育成・支援 ● ● ● ●

④観光業の振興 ● ● ● ●

2 地域戦略

①広域連携による地域活性化 ● ● ● ● ●

②ICTを活用したまちづくり ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③地方創生による活性化 ● ● ● ● ●

④住民協働のまちづくり ● ● ● ● ●

3 行政経営

①健全な財政運営 ● ● ●

②公共施設等の適正管理の推進 ● ● ●

③行政運営の効率化 ● ● ● ● ●

④広報広聴の充実 ● ● ●

　参考：施策体系図
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2 環 境
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①道路の維持管理・整備 ● ● ● ● ●

②土地の計画的な利用 ● ● ● ●

③公園の維持管理・整備 ● ● ●

④上・下水道の維持管理・整備 ● ● ● ● ●

⑤公共交通の充実 ● ● ● ● ●

Ⅳ創造
～産業が元気で
活力のあるまち～

1 産 業

①農業・水産業の振興 ● ● ● ● ● ● ● ●

②商工業の振興 ● ● ● ● ●

③企業の誘致・育成・支援 ● ● ● ●

④観光業の振興 ● ● ● ●

2 地域戦略

①広域連携による地域活性化 ● ● ● ● ●

②ICTを活用したまちづくり ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③地方創生による活性化 ● ● ● ● ●

④住民協働のまちづくり ● ● ● ● ●

3 行政経営

①健全な財政運営 ● ● ●

②公共施設等の適正管理の推進 ● ● ●

③行政運営の効率化 ● ● ● ● ●

④広報広聴の充実 ● ● ●

　参考：施策体系図

豊 か な こ こ ろ を 育 む 　 歴 史 ・ 文 化 の ま ち 　 明 和ま ち の 将 来 像 　 住 み た い 　 住 み 続 け た い

大　　綱 政　　策 施　　策

SDG sについて

貧
困
を
な
く
そ
う

飢
餓
を
ゼ
ロ
に

す
べ
て
の
人
に

健
康
と
福
祉
を

質
の
高
い
教
育
を

み
ん
な
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う

安
全
な
水
と

ト
イ
レ
を
世
界
中
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に

働
き
が
い
も

経
済
成
長
も

産
業
と
技
術
革
新
の

基
盤
を
つ
く
ろ
う

人
や
国
の
不
平
等
を

な
く
そ
う

住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任

気
候
変
動
に

具
体
的
な
対
策
を

海
の
豊
か
さ
を

守
ろ
う

陸
の
豊
か
さ
も

守
ろ
う

平
和
と
公
正
を

す
べ
て
の
人
に

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

目
標
を
達
成
し
よ
う

Ⅰつながり
～人と人とが支えあい
尊重するまち～

1 健康福祉

①相談体制の充実と虐待等の防止 ● ● ● ● ● ●

②健康づくりの推進 ● ● ● ● ●

③地域包括ケアシステムの構築 ● ● ●

④社会保障の充実 ● ● ●

⑤感染症の予防と拡大防止対策の推進 ● ● ●

⑥障がい者の自立と地域共生社会の推進 ● ● ● ● ● ●

⑦地域福祉の推進 ● ● ● ● ● ● ● ●

2 人 権
①人権が尊重される社会づくり ● ● ● ● ●

②あらゆる分野における女性の活躍とダイバーシティの推進 ● ● ● ● ●

Ⅱ育み
～地域とともに
人が育つまち～

1 子 育 て
①幼児教育・保育の充実 ● ● ● ● ● ●

②子育て支援の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③切れ目のない支援の推進 ● ● ● ● ● ● ●

2 教 育

①地域との協働と信頼される学校づくり ● ● ● ● ● ● ●

②子どもの未来の礎となる「確かな学力・豊かな心・健やかな身体」の育成 ● ● ● ● ● ●

③生涯学習の推進 ● ● ● ● ●

④多様なスポーツの推進 ● ● ● ● ● ●

⑤文化・芸術活動の推進 ● ● ●

3 歴史文化 ①斎宮跡、文化財・文化遺産の調査研究・保存・活用 ● ● ●

Ⅲ安心
～安心安全な

暮らしやすいまち～

1 防災防犯

①防災・減災対策の推進 ● ● ● ● ●

②防犯・交通安全対策の推進 ● ● ● ● ● ●

③消費者行政の推進 ● ● ● ● ●

④消防力の向上 ● ● ● ●

2 環 境

①環境への負荷が少ない持続可能な社会づくり ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②鳥獣被害対策の推進 ● ● ● ● ●

③豊かな自然環境の保全 ● ● ● ● ● ● ●

④快適な居住環境づくり ● ● ●

3 生活基盤

①道路の維持管理・整備 ● ● ● ● ●

②土地の計画的な利用 ● ● ● ●

③公園の維持管理・整備 ● ● ●

④上・下水道の維持管理・整備 ● ● ● ● ●

⑤公共交通の充実 ● ● ● ● ●

Ⅳ創造
～産業が元気で
活力のあるまち～

1 産 業

①農業・水産業の振興 ● ● ● ● ● ● ● ●

②商工業の振興 ● ● ● ● ●

③企業の誘致・育成・支援 ● ● ● ●

④観光業の振興 ● ● ● ●

2 地域戦略

①広域連携による地域活性化 ● ● ● ● ●

②ICTを活用したまちづくり ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③地方創生による活性化 ● ● ● ● ●

④住民協働のまちづくり ● ● ● ● ●

3 行政経営

①健全な財政運営 ● ● ●

②公共施設等の適正管理の推進 ● ● ●

③行政運営の効率化 ● ● ● ● ●

④広報広聴の充実 ● ● ●

　参考：施策体系図

豊 か な こ こ ろ を 育 む 　 歴 史 ・ 文 化 の ま ち 　 明 和ま ち の 将 来 像 　 住 み た い 　 住 み 続 け た い
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あ行

R
あーる

P
ぴー

A
えー パソコンの中にあるソフトウェア型のロボットが代行・自動化する概念のこと。 4-2-2

I
あい

o
おー

T
てぃー Internet of Things（モノのインターネット）様々な「モノ」がインターネットに接続され、情

報交換することにより相互に制御する仕組みである。それによるデジタル社会の実現を指す。
4-2-2

I
あい

C
しー

T
てぃー

（情報通信技術）
Information and Communication Technology（情報通信技術）の略。情報・通信技術
の総称のことをいう。

3-3-5

空
あ き や ば ん く

き家バンク
空き家の所有者から提供された情報を集約し、空き家をこれから利用・活用したい人に紹介
する制度のこと。

3-2-4

ア
あ く て ぃ ぶ し に あ

クティブシニア 一般的に「仕事・趣味などに意欲的で、健康意識が高い傾向にある活発な高齢者」の通称のこと。 1-1-3

ア
あ せ す め ん と

セスメント （評価する）、（査定する）を意味する。 2-2-2

A
えー

I
あい Artificial Intelligence（人口知能）の略。 4-2-2

A
えー

I
あい

ド
ど り る

リル
AI型ドリル教材のこと。１人１台端末環境で、AI(人口知能)を利用することで個々の生徒の
理解度・ 特性に合わせた個別最適学習を提供することができる。

2-2-2

S
えす

N
えぬ

S
えす ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、インターネットを介して人間関係を構築でき

るスマホ・パソコン用のサービスの総称のこと。

2-2-3 
4-1-4 
4-2-4 
4-3-4

オ
お ー ぷ ん で ー た

ープンデータ 誰でも許可されたルールの範囲内で自由に複製・加工や頒布などができるデータのこと。 4-3-4

か行

カ
か ー ぼ ん に ゅ ー と ら る

ーボンニュートラル
社会のライフサイクル全体で見たときに、二酸化炭素（CO2）の排出量と吸収量とがプラス
マイナスゼロの状態になること。

3-2-1

関
かん

係
けい

人
じん

口
こう

移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々と多様
に関わる人々のこと。近年移住関連のイベント、情報誌等で盛んに利用される。地域と関係
がある人々を幅広く指していう。

4-2-3

G
ぎ が
IGAス

す く ー る
クール（構

こう
想
そう

）
児童生徒向けの1人1台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、多様な
子どもたちを誰一人取り残すことのない、子どもそれぞれに合った創造性を育む教育を、
全国の学校現場で持続的に実現させる構想のこと。

2-2-2

企
き

業
ぎょう

版
ばん

ふ
ふ

る
る

さ
さ

と
と

納
のう

税
ぜい

正式名称：地方創生応援税制。企業が地域再生法の認定地方公共団体が実施する「まち・ひ
と・しごと創生寄附活用事業」に対して寄附を行った場合に、税制上の優遇措置が受けられ
る制度のこと。

4-2-3

ク
く ら う ど ふ ぁ ん で ぃ ん ぐ

ラウドファンディング 不特定多数の人がインターネット等を経由して他の人々や組織に財源の提供や協力などを行うこと。 4-3-1

ケ
け あ

ア 介護のこと。ケアプラン、地域包括ケアシステム等で使われる。 福祉分野

K
けーぴーあい

P I 組織において、個人や部門の業績評価を定量的に評価するための指標のこと。 基本計画全体

合
ごう

計
けい

特
とく

殊
しゅ

出
しゅっ

生
しょう

率
りつ 人口統計上の指標で、一人の女性が15歳から49歳までに産む子どもの数の平均のこと。 1-1-2

用語集

交
こう

通
つう

空
くう

白
はく

地
ち 一定の距離に駅やバス停など公共交通手段がない地域のこと。 3-3-5

交
こう

流
りゅう

人
じん

口
こう 観光などでその地域に訪れる人のこと。関係人口よりも地域との関係性が少ない場合に用

いられることが多い。

国
こく

土
ど

強
きょう

靭
じん

化
か 災害や事故などにより致命的な被害を負わない強さと、速やかに回復するしなやかさをもつ

国土をつくること。
3-1-1

子
こ

ど
ど

も
も

食
しょく

堂
どう 子ども食堂は、子どもやその親、および地域の人々に対し、無料または安価で栄養のある食事

や温かな団らんを提供するための日本の社会活動のこと。
1-1-7

コ
こ み ゅ に て ぃ す く ー る

ミュニティスクール
学校と保護者や地域の人々がともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させ、ともに
力を合わせて活動することで、子どもたちの豊かな成長を支える仕組みのこと。

2-2-1

さ行

財
ざい

政
せい

健
けん

全
ぜん

化
か 歳出（支出）の抑制や歳入（収入）を増やす取組を行い、健全な財政運営を目指すこと。 4-3-1

財
ざい

政
せい

調
ちょう

整
せい

基
き

金
きん 年度によって生じる財源の不均衡を調整するために、財源に余裕がある年度に積み立ててお

くもので、地方公共団体の貯金のこと。
4-3-1

催
さい

眠
みん

（S
えす

F
えふ

）商
しょう

法
ほう 催眠術的な手法を導入し、消費者の購買意欲を煽って商品を販売する（本来は必ずしも必要

ではない製品を売り付ける）商法。
3-1-2

サ
さ て ら い と お ふ ぃ す

テライトオフィス 企業本社や、官公庁・団体の本庁舎・本部から離れた所に設置された事務所のこと。 4-1-3

C
しーえるえむ

LM
保育所、幼稚園において、発達に課題がある子等の行動等を観察し個別の指導計画を作成す
るためのツール。チェックリスト・イン・三重の略。

2-1-1

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

設
せっ

置
ち

奨
しょう

励
れい

金
きん

制
せい

度
ど 一定の要件を満たす事業所の新設または増設に対して3年間奨励金を支給する明和町独自

の制度。
4-1-3

生
しょう

涯
がい

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ 一人ひとりのライフスタイルや年齢、体力、運動技能、興味等に応じて、生涯にわたりいろいろな形

でスポーツに関わりをもち、スポーツのもつ多くの意義と役割を暮らしの中に取り入れていくこと。
2-2-4

ス
す ま ー と し て ぃ

マートシティ
先端技術を用いて、エネルギーや生活インフラの管理に用いることで、生活の質の向上や都
市の運用及びサービスの効率向上をめざし、現在と次の世代が経済・社会・環境の観点で満
足できるような都市のこと。

4-2-2

ス
す

マ
ま

ー
ー

ト
と

農
のう

（水
すい

産
さん

）業
ぎょう ロボット技術や情報通信技術(ICT)を活用して、省力化・精密化や高品質生産を実現する等を

推進している新たな農業のこと
4-1-1

生
せい

活
かつ

排
はい

水
すい

処
しょ

理
り

人
じん

口
こう

普
ふ

及
きゅう

率
りつ 下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽等の生活排水処理施設による処理人口の総人口に

占める割合。
3-3-4

セ
せ ー ふ て ぃ ね っ と

ーフティネット
あらかじめ予想される危険や損害の発生に備えて、被害の回避や最小限化を図る目的で準備
される制度や仕組みのこと。

1-1-4

S
そさえてぃーごーてんぜろ
ociety5.0

狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会
（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもので、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル
空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立
する、人間中心の社会のこと。

2-2-2
4-2-2
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あ行

R
あーる

P
ぴー

A
えー パソコンの中にあるソフトウェア型のロボットが代行・自動化する概念のこと。 4-2-2

I
あい

o
おー

T
てぃー Internet of Things（モノのインターネット）様々な「モノ」がインターネットに接続され、情

報交換することにより相互に制御する仕組みである。それによるデジタル社会の実現を指す。
4-2-2

I
あい

C
しー

T
てぃー

（情報通信技術）
Information and Communication Technology（情報通信技術）の略。情報・通信技術
の総称のことをいう。

3-3-5

空
あ き や ば ん く

き家バンク
空き家の所有者から提供された情報を集約し、空き家をこれから利用・活用したい人に紹介
する制度のこと。

3-2-4

ア
あ く て ぃ ぶ し に あ

クティブシニア 一般的に「仕事・趣味などに意欲的で、健康意識が高い傾向にある活発な高齢者」の通称のこと。 1-1-3

ア
あ せ す め ん と

セスメント （評価する）、（査定する）を意味する。 2-2-2

A
えー

I
あい Artificial Intelligence（人口知能）の略。 4-2-2

A
えー

I
あい

ド
ど り る

リル
AI型ドリル教材のこと。１人１台端末環境で、AI(人口知能)を利用することで個々の生徒の
理解度・ 特性に合わせた個別最適学習を提供することができる。

2-2-2

S
えす

N
えぬ

S
えす ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、インターネットを介して人間関係を構築でき

るスマホ・パソコン用のサービスの総称のこと。

2-2-3
4-1-4
4-2-4
4-3-4

オ
お ー ぷ ん で ー た

ープンデータ 誰でも許可されたルールの範囲内で自由に複製・加工や頒布などができるデータのこと。 4-3-4

か行

カ
か ー ぼ ん に ゅ ー と ら る

ーボンニュートラル
社会のライフサイクル全体で見たときに、二酸化炭素（CO2）の排出量と吸収量とがプラス
マイナスゼロの状態になること。

3-2-1

関
かん

係
けい

人
じん

口
こう

移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々と多様
に関わる人々のこと。近年移住関連のイベント、情報誌等で盛んに利用される。地域と関係
がある人々を幅広く指していう。

4-2-3

G
ぎ が
IGAス

す く ー る
クール（構

こう
想
そう

）
児童生徒向けの1人1台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、多様な
子どもたちを誰一人取り残すことのない、子どもそれぞれに合った創造性を育む教育を、
全国の学校現場で持続的に実現させる構想のこと。

2-2-2

企
き

業
ぎょう

版
ばん

ふ
ふ

る
る

さ
さ

と
と

納
のう

税
ぜい

正式名称：地方創生応援税制。企業が地域再生法の認定地方公共団体が実施する「まち・ひ
と・しごと創生寄附活用事業」に対して寄附を行った場合に、税制上の優遇措置が受けられ
る制度のこと。

4-2-3

ク
く ら う ど ふ ぁ ん で ぃ ん ぐ

ラウドファンディング 不特定多数の人がインターネット等を経由して他の人々や組織に財源の提供や協力などを行うこと。 4-3-1

ケ
け あ

ア 介護のこと。ケアプラン、地域包括ケアシステム等で使われる。 福祉分野

K
けーぴーあい

P I 組織において、個人や部門の業績評価を定量的に評価するための指標のこと。 基本計画全体

合
ごう

計
けい

特
とく

殊
しゅ

出
しゅっ

生
しょう

率
りつ 人口統計上の指標で、一人の女性が15歳から49歳までに産む子どもの数の平均のこと。 1-1-2

交
こう

通
つう

空
くう

白
はく

地
ち 一定の距離に駅やバス停など公共交通手段がない地域のこと。 3-3-5

交
こう

流
りゅう

人
じん

口
こう 観光などでその地域に訪れる人のこと。関係人口よりも地域との関係性が少ない場合に用

いられることが多い。

国
こく

土
ど

強
きょう

靭
じん

化
か 災害や事故などにより致命的な被害を負わない強さと、速やかに回復するしなやかさをもつ

国土をつくること。
3-1-1

子
こ

ど
ど

も
も

食
しょく

堂
どう 子ども食堂は、子どもやその親、および地域の人々に対し、無料または安価で栄養のある食事

や温かな団らんを提供するための日本の社会活動のこと。
1-1-7

コ
こ み ゅ に て ぃ す く ー る

ミュニティスクール
学校と保護者や地域の人々がともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させ、ともに
力を合わせて活動することで、子どもたちの豊かな成長を支える仕組みのこと。

2-2-1

さ行

財
ざい

政
せい

健
けん

全
ぜん

化
か 歳出（支出）の抑制や歳入（収入）を増やす取組を行い、健全な財政運営を目指すこと。 4-3-1

財
ざい

政
せい

調
ちょう

整
せい

基
き

金
きん 年度によって生じる財源の不均衡を調整するために、財源に余裕がある年度に積み立ててお

くもので、地方公共団体の貯金のこと。
4-3-1

催
さい

眠
みん

（S
えす

F
えふ

）商
しょう

法
ほう 催眠術的な手法を導入し、消費者の購買意欲を煽って商品を販売する（本来は必ずしも必要

ではない製品を売り付ける）商法。
3-1-2

サ
さ て ら い と お ふ ぃ す

テライトオフィス 企業本社や、官公庁・団体の本庁舎・本部から離れた所に設置された事務所のこと。 4-1-3

C
しーえるえむ

LM
保育所、幼稚園において、発達に課題がある子等の行動等を観察し個別の指導計画を作成す
るためのツール。チェックリスト・イン・三重の略。

2-1-1

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

設
せっ

置
ち

奨
しょう

励
れい

金
きん

制
せい

度
ど 一定の要件を満たす事業所の新設または増設に対して3年間奨励金を支給する明和町独自

の制度。
4-1-3

生
しょう

涯
がい

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ 一人ひとりのライフスタイルや年齢、体力、運動技能、興味等に応じて、生涯にわたりいろいろな形

でスポーツに関わりをもち、スポーツのもつ多くの意義と役割を暮らしの中に取り入れていくこと。 
2-2-4

ス
す ま ー と し て ぃ

マートシティ
先端技術を用いて、エネルギーや生活インフラの管理に用いることで、生活の質の向上や都
市の運用及びサービスの効率向上をめざし、現在と次の世代が経済・社会・環境の観点で満
足できるような都市のこと。

4-2-2

ス
す

マ
ま

ー
ー

ト
と

農
のう

（水
すい

産
さん

）業
ぎょう ロボット技術や情報通信技術(ICT)を活用して、省力化・精密化や高品質生産を実現する等を

推進している新たな農業のこと
4-1-1

生
せい

活
かつ

排
はい

水
すい

処
しょ

理
り

人
じん

口
こう

普
ふ

及
きゅう

率
りつ 下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽等の生活排水処理施設による処理人口の総人口に

占める割合。
3-3-4

セ
せ ー ふ て ぃ ね っ と

ーフティネット
あらかじめ予想される危険や損害の発生に備えて、被害の回避や最小限化を図る目的で準備
される制度や仕組みのこと。

1-1-4

S
そさえてぃーごーてんぜろ
ociety5.0

狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会
（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもので、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル
空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立
する、人間中心の社会のこと。

2-2-2 
4-2-2
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た行

待
たい
機
き
児
じ
童
どう 認可保育所へ入所申請をしながらも満員のために入所できない児童。 2-1-1

ダ
だ い ば ー し て ぃ
イバーシティ

多様性のこと。組織やグループなどで多様な人材を登用し、意見を取り入れ、それぞれが持つ
違った能力を活かすことで、組織の競争力を高めようとする取組を指す。

1-2-2

地
ち
域
いき
登
とう
録
ろく
D
でぃー
M
えむ
O
おー
法
ほう
人
じん

地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に
立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに
基づいた観光地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施する
ための調整機能を備えた法人のこと。

4-1-4

地
ち
域
いき
包
ほう
括
かつ
ケ
け
ア
あ
シ
し
ス
す
テ
て
ム
む

地域の実情に応じて、高齢者が可能な限り住み慣れた地域でその有する能力に応じ自立した
日常生活を営むことができるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び自立した日常生活支援
が包括的に確保される体制のこと。

1-1-3

地
ち
域
いき
未
み
来
らい
塾
じゅく

経済的な理由や家庭の事情により、家庭での学習が困難であったり、学習習慣が十分に身に
ついていない児童・生徒への学習支援を、大学生や教員OB、NPOなど地域住民の協力によ
り学習支援を実施する事業のこと。

2-2-2

長
ちょう
寿
じゅ
命
みょう
化
か 寿命がのびること、あるいは寿命をのばすことを意味する表現。耐久性を向上させ、長持ちす

るようになることを指す。
3-3-1

D
でぃー
X
えっくす
（デ

で
ジ
じ
タ
た
ル
る
ト
と
ラ
ら
ン
ん

ス
す
フ
ふ
ォ
ぉ
ー
ー
メ
め
ー
ー
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
）

IT（情報技術）が社会のあらゆる分野に浸透することによってもたらされる様々な変革、革新
のこと。

4-1-1

デ
で
ジ
じ
タ
た
ル
る
教
きょう
科
か
書
しょ デジタル化（電子化）された教科書。教科書およびノートや鉛筆などを電子機器に置き換え、

教育課程に導入しようというもの。
2-2-2

デ
で ま ん ど ば す
マンドバス オンデマンドバスともいい利用者の要求に対応して運行する形態のバスのこと。 3-3-5

道
どう
路
ろ
ス
す
ト
と
ッ
っ
ク
く これまでに整備を行ってきた道路舗装、橋りょう及びトンネルなどのこと。 3-3-1

道
どう
路
ろ
路
ろ
面
めん
性
せい
状
じょう
調
ちょう
査
さ 道路を維持管理する際に必要なデータであるひび割れ・わだち掘れ・平坦性（σ）などの調査

のこと。
3-3-1

な行

日
に
本
ほん
遺
い
産
さん

地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを文化庁が認定する
もの。ストーリーを語る上で欠かせない魅力溢れる有形や無形の様々な文化財群を、地域が
主体となって総合的に整備・活用し、国内だけでなく海外へも戦略的に発信していくことで、
地域の活性化を図ることを目的としている。

4-1-4

認
にん
定
てい
こ
こ
ど
ど
も
も
園
えん 各都道府県知事によって認定され、小学校就学前の子どもやその親に対して、保育や教育と

いった子育てに関する包括的なサービスを提供する幼稚園や保育所、またその関連施設。
2-1-1

ネ
ね ー み ん ぐ ら い つ
ーミングライツ 公共施設の名前（愛称）を付与する命名権と、それを付帯する諸権利のこと。 4-3-1

農
のう
（水
すい
）福
ふく
連
れん
携
けい
等
とう
農
のう
業
ぎょう
・
・

水
すい
産
さん
業
ぎょう

障がい者等が農業分野、水産業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って社会参
画を実現していく取組のこと。

4-1-1

農
のう
地
ち
集
しゅう
積
せき
率
りつ 農地を集めて農作業を効率化し、生産コストを下げることを農地の集積と言い、集積率とは

その割合のこと。
4-1-1

ノ
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん
ーマライゼーション

1950年代に北欧諸国から始まった社会福祉をめぐる社会理念の一つで、障がい者も、健常者
と同様の生活が出来る様に支援するべき、という考え方。

1-1-6

は行

パ
ぱ ー そ な る ふ ぁ い る

ーソナルファイル
発達や教育に支援の必要な子どもが、安心して一貫した支援を受けられるよう、支援の情報
をスムーズに引き継ぐためのファイルのこと。パーソナルファイルは、保護者等が子どもの情
報を記入・作成・保管する。

2-1-3

パ
ぱ

ー
ー

ト
と

ナ
な

ー
ー

シ
し

ッ
っ

プ
ぷ

制
せい

度
ど 戸籍上は同性であるカップルに対して、地方自治体が婚姻と同等のパートナーシップであるこ

とを承認する制度のこと。
1-2-1

h
はいぱーきゅーゆー
yper-QU

『やる気のあるクラスをつくるためのアンケート』と『いごこちのよいクラスにするためのアン
ケート』などから構成される学校生活における児童生徒の意欲や満足感、および学級集団の
状態を測定する児童アンケートのこと。

2-2-2

パ
ぱ い ぷ ら い ん

イプライン 既設管を埋設して造成する農業用管水路のこと。 4-1-1

P
ぴー

F
えふ

I
あい Private Finance Initiative（プライベート・ファイナンス・イニシアチブ）公共事業・公共工事

に民間の資金やノウハウを導入し、国費の節減やよりよい公共サービスの提供を図る手法。
4-3-3

ブ
ぶ ら ん で ぃ ん ぐ

ランディング
商品やサービスを他社の競合品と区別し、顧客の信頼性や好感、共感を得ることで商品価値を高
める「ブランド」を確立する（ブランドの価値を高めていく）取組のこと。

4-1-4

ふ
ふ

る
る

さ
さ

と
と

納
のう

税
ぜい

（寄
き

附
ふ

）
日本における寄附基金税制の一つ。任意の自治体へ寄附することにより、その寄附金額分を現に
居住する地方自治体へ申告することにより寄附分が住民税及び所得税から控除できる制度。

4-2-3

ヘ
へ い と す ぴ ー ち

イトスピーチ
人種、出身国、民族、宗教、性的指向、性別、容姿、健康（障がい）、といった、自分から主体
的に変えることが困難な事柄に基づいて、属する個人または集団に対して攻撃、脅迫、侮辱
する発言や言動のこと。

1-2-1

ま行

M
ま ー す

aaS
Mobility as a Serviceの略。バスや電車、タクシー、飛行機など、すべての交通手段による移
動を一つのサービスに統合し、ルート検索から支払いまでを継ぎ目なしにつなぐ概念のこと。

3-3-5

マ
ま す と あ い て む

ストアイテム 欠かせないもの。絶対に必要なもの。必需品。 2-2-2

ら行

ラ
ら い ふ す て ー じ

イフステージ 人の一生を幼少年期・青年期・壮年期・老年期などに区切った、それぞれの段階。 1-1-1

レ
れ ふ ぁ れ ん す さ ー び す

ファレンスサービス
図書館利用者が学習・研究・調査を目的として必要な情報・資料などを求めた際に、図書館
員が情報そのものあるいはそのために必要とされる資料を検索・提供・回答することによっ
てこれを助ける業務のこと。

2-2-3

６
ろく

次
じ

産
さん

業
ぎょう 農林水産業・畜産業などの「第1次産業」に携わる農家が、食品の加工から販売まで手がけ

ること。第1次産業、第2次産業、第3次産業まで一貫して携わること。
4-1-1

わ行

ワ
わ ー け ー し ょ ん

ーケーション
「ワーク」と「バケーション」を組み合わせた造語で、観光地やリゾート地でテレワークを活用
し、働きながら休暇をとる過ごし方。

4-1-3

ワ
わ ん す と っ ぷ

ンストップ
行政手続き等の従来サービスによって複数に分かれていた窓口を、総合窓口を設けて1カ所
で行えるようにすることをここでは指す。

1-1-1
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た行

待
たい
機
き
児
じ
童
どう 認可保育所へ入所申請をしながらも満員のために入所できない児童。 2-1-1

ダ
だ い ば ー し て ぃ
イバーシティ

多様性のこと。組織やグループなどで多様な人材を登用し、意見を取り入れ、それぞれが持つ
違った能力を活かすことで、組織の競争力を高めようとする取組を指す。

1-2-2

地
ち
域
いき
登
とう
録
ろく
D
でぃー
M
えむ
O
おー
法
ほう
人
じん

地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に
立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに
基づいた観光地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施する
ための調整機能を備えた法人のこと。

4-1-4

地
ち
域
いき
包
ほう
括
かつ
ケ
け
ア
あ
シ
し
ス
す
テ
て
ム
む

地域の実情に応じて、高齢者が可能な限り住み慣れた地域でその有する能力に応じ自立した
日常生活を営むことができるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び自立した日常生活支援
が包括的に確保される体制のこと。

1-1-3

地
ち
域
いき
未
み
来
らい
塾
じゅく

経済的な理由や家庭の事情により、家庭での学習が困難であったり、学習習慣が十分に身に
ついていない児童・生徒への学習支援を、大学生や教員OB、NPOなど地域住民の協力によ
り学習支援を実施する事業のこと。

2-2-2

長
ちょう
寿
じゅ
命
みょう
化
か 寿命がのびること、あるいは寿命をのばすことを意味する表現。耐久性を向上させ、長持ちす

るようになることを指す。
3-3-1

D
でぃー
X
えっくす
（デ

で
ジ
じ
タ
た
ル
る
ト
と
ラ
ら
ン
ん

ス
す
フ
ふ
ォ
ぉ
ー
ー
メ
め
ー
ー
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
）

IT（情報技術）が社会のあらゆる分野に浸透することによってもたらされる様々な変革、革新
のこと。

4-1-1

デ
で
ジ
じ
タ
た
ル
る
教
きょう
科
か
書
しょ デジタル化（電子化）された教科書。教科書およびノートや鉛筆などを電子機器に置き換え、

教育課程に導入しようというもの。
2-2-2

デ
で ま ん ど ば す
マンドバス オンデマンドバスともいい利用者の要求に対応して運行する形態のバスのこと。 3-3-5

道
どう
路
ろ
ス
す
ト
と
ッ
っ
ク
く これまでに整備を行ってきた道路舗装、橋りょう及びトンネルなどのこと。 3-3-1

道
どう
路
ろ
路
ろ
面
めん
性
せい
状
じょう
調
ちょう
査
さ 道路を維持管理する際に必要なデータであるひび割れ・わだち掘れ・平坦性（σ）などの調査

のこと。
3-3-1

な行

日
に
本
ほん
遺
い
産
さん

地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを文化庁が認定する
もの。ストーリーを語る上で欠かせない魅力溢れる有形や無形の様々な文化財群を、地域が
主体となって総合的に整備・活用し、国内だけでなく海外へも戦略的に発信していくことで、
地域の活性化を図ることを目的としている。

4-1-4

認
にん
定
てい
こ
こ
ど
ど
も
も
園
えん 各都道府県知事によって認定され、小学校就学前の子どもやその親に対して、保育や教育と

いった子育てに関する包括的なサービスを提供する幼稚園や保育所、またその関連施設。
2-1-1

ネ
ね ー み ん ぐ ら い つ
ーミングライツ 公共施設の名前（愛称）を付与する命名権と、それを付帯する諸権利のこと。 4-3-1

農
のう
（水
すい
）福
ふく
連
れん
携
けい
等
とう
農
のう
業
ぎょう
・
・

水
すい
産
さん
業
ぎょう

障がい者等が農業分野、水産業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って社会参
画を実現していく取組のこと。

4-1-1

農
のう
地
ち
集
しゅう
積
せき
率
りつ 農地を集めて農作業を効率化し、生産コストを下げることを農地の集積と言い、集積率とは

その割合のこと。
4-1-1

ノ
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん
ーマライゼーション

1950年代に北欧諸国から始まった社会福祉をめぐる社会理念の一つで、障がい者も、健常者
と同様の生活が出来る様に支援するべき、という考え方。

1-1-6

は行

パ
ぱ ー そ な る ふ ぁ い る

ーソナルファイル
発達や教育に支援の必要な子どもが、安心して一貫した支援を受けられるよう、支援の情報
をスムーズに引き継ぐためのファイルのこと。パーソナルファイルは、保護者等が子どもの情
報を記入・作成・保管する。

2-1-3

パ
ぱ

ー
ー

ト
と

ナ
な

ー
ー

シ
し

ッ
っ

プ
ぷ

制
せい

度
ど 戸籍上は同性であるカップルに対して、地方自治体が婚姻と同等のパートナーシップであるこ

とを承認する制度のこと。
1-2-1

h
はいぱーきゅーゆー
yper-QU

『やる気のあるクラスをつくるためのアンケート』と『いごこちのよいクラスにするためのアン
ケート』などから構成される学校生活における児童生徒の意欲や満足感、および学級集団の
状態を測定する児童アンケートのこと。

2-2-2

パ
ぱ い ぷ ら い ん

イプライン 既設管を埋設して造成する農業用管水路のこと。 4-1-1

P
ぴー

F
えふ

I
あい Private Finance Initiative（プライベート・ファイナンス・イニシアチブ）公共事業・公共工事

に民間の資金やノウハウを導入し、国費の節減やよりよい公共サービスの提供を図る手法。
4-3-3

ブ
ぶ ら ん で ぃ ん ぐ

ランディング
商品やサービスを他社の競合品と区別し、顧客の信頼性や好感、共感を得ることで商品価値を高
める「ブランド」を確立する（ブランドの価値を高めていく）取組のこと。

4-1-4

ふ
ふ

る
る

さ
さ

と
と

納
のう

税
ぜい

（寄
き

附
ふ

）
日本における寄附基金税制の一つ。任意の自治体へ寄附することにより、その寄附金額分を現に
居住する地方自治体へ申告することにより寄附分が住民税及び所得税から控除できる制度。

4-2-3

ヘ
へ い と す ぴ ー ち

イトスピーチ
人種、出身国、民族、宗教、性的指向、性別、容姿、健康（障がい）、といった、自分から主体
的に変えることが困難な事柄に基づいて、属する個人または集団に対して攻撃、脅迫、侮辱
する発言や言動のこと。

1-2-1

ま行

M
ま ー す

aaS
Mobility as a Serviceの略。バスや電車、タクシー、飛行機など、すべての交通手段による移
動を一つのサービスに統合し、ルート検索から支払いまでを継ぎ目なしにつなぐ概念のこと。

3-3-5

マ
ま す と あ い て む

ストアイテム 欠かせないもの。絶対に必要なもの。必需品。 2-2-2

ら行

ラ
ら い ふ す て ー じ

イフステージ 人の一生を幼少年期・青年期・壮年期・老年期などに区切った、それぞれの段階。 1-1-1

レ
れ ふ ぁ れ ん す さ ー び す

ファレンスサービス
図書館利用者が学習・研究・調査を目的として必要な情報・資料などを求めた際に、図書館
員が情報そのものあるいはそのために必要とされる資料を検索・提供・回答することによっ
てこれを助ける業務のこと。

2-2-3

６
ろく

次
じ

産
さん

業
ぎょう 農林水産業・畜産業などの「第1次産業」に携わる農家が、食品の加工から販売まで手がけ

ること。第1次産業、第2次産業、第3次産業まで一貫して携わること。
4-1-1

わ行

ワ
わ ー け ー し ょ ん

ーケーション
「ワーク」と「バケーション」を組み合わせた造語で、観光地やリゾート地でテレワークを活用
し、働きながら休暇をとる過ごし方。

4-1-3

ワ
わ ん す と っ ぷ

ンストップ
行政手続き等の従来サービスによって複数に分かれていた窓口を、総合窓口を設けて1カ所
で行えるようにすることをここでは指す。

1-1-1
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R2年  6月 明和町議会全員協議会

R2年  6月 第 2回総合計画策定部会

R2年  8月 第 1回総合計画建設審議会 委員委嘱

R2年  8月 第 3回総合計画策定部会

R2年 9月 明和町議会全員協議会

R2年  9月 第 4回総合計画策定部会

R2年10月 第 5回総合計画策定部会

R2年10月 第 2回総合計画建設審議会

R2年11月 第 6回総合計画策定部会

R2年11月 第 3回総合計画建設審議会

R2年12月 パブリックコメントの実施 意見および提案件数　９件

R2年12月 明和町議会全員協議会

R3年  1月 第 2回議会連合審査会

R3年  1月 第 7回総合計画策定部会

R3年  2月 第 4回総合計画建設審議会

R3年  2月 総合計画建設審議会答申

R3年  2月 第 3回議会連合審査会

R3年  3月 明和町議会定例会 議決

R3年  3月 第 8回総合計画策定部会

B

第６次総合計画策定経緯

年　　月 項　　目 備　　考

R1年  5月 第 1回総合計画策定プロジェクト会議

R1年10月 第 2回総合計画策定プロジェクト会議

R1年12月 町民アンケートの実施 町民 2000人を対象にアンケートを実施 
有効回収　746（回収率 37.3％）

R1年12月 明和町議会全員協議会

R2年  2月 第 3回総合計画策定プロジェクト会議

R2年  3月 明和町議会全員協議会

R2年  5月 第 1回総合計画策定部会

R2年  6月 明和町議会全員協議会

R2年  6月 第 2回総合計画策定部会

R2年  8月 第 1回総合計画建設審議会 委員委嘱

R2年  8月 第 3回総合計画策定部会

R2年 9月 明和町議会全員協議会

R2年  9月 第 4回総合計画策定部会

R2年10月 第 5回総合計画策定部会

R2年10月 第 2回総合計画建設審議会

R2年11月 第 6回総合計画策定部会

R2年11月 第 3回総合計画建設審議会

R2年12月 パブリックコメントの実施 意見および提案件数　９件

R2年12月 明和町議会全員協議会

R3年  1月 第 2回議会連合審査会

R3年  1月 第 7回総合計画策定部会

R3年  2月 第 4回総合計画建設審議会

R3年  2月 総合計画建設審議会答申

R3年  2月 第 3回議会連合審査会

R3年  3月 明和町議会定例会 議決

R3年  3月 第 8回総合計画策定部会
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